
技術報告書の発刊に 当た っ て

三重大学大学院 工学研究科 研究科長 武 田保雄

今年も こ こ に 三 重大学工学部 ･ 工 学研究科技術職員に よる ｢ 技術報告集｣ が発刊さ

れる こ と をうれ しく思 い ます｡ 技術職員の皆さん に よる 日頃の 活動 の 成果 の
一

端 をう

かが うこ とが出来ます｡ 技術部が組織化され ､ グル
ー プ ごとの 活動 も活発化 し､ 学部 ･

研究科､ ある い は 大学全体に対す るサ
ー

ビ ス も増加 して い るようで ､ 大 い に評価され

る べ き事と思 い ます ｡
一

期 ､ 6 年 の ス パ ン で平成 1 6 年度か ら始ま っ た国立大学法人化も 4 年目が終わろ

うと して い ます｡ 毎年 ､ 運営費交付金が 1 % ず つ 減額され ､ その ため教職員の数も減

少 の
一 途をたどり ､ それ ぞれ の 個人 の 仕事の負担は増えるばか りです ｡ それで も ､ 工

学研 究科 ･ 工 学部で は ､ 負 の ス パ イ ラル に 陥る こ となく何 とか持 ち こ た えて い る の が

現状と いう事で はない で し ょうか ｡ 技術職員 の方々 を始め構成員 の多大な努力 の たま

も の と思 っ て い ます ｡

平成 1 9 年 1 1 月 に は教育に関す る認証評価を受けま した｡ そ の 評価結果はまだ届

い て い ませ ん が ､ 平成2 0 年 1 1 月 に は法人化
一

期分の 中間評価と い う形 で今度は法

人評価を受ける こ とに なります｡ 大学全体と部局 ごとに それぞれ法人化後の 研 究
･ 教

育に対する成果が問われます ｡ 現在､ 評価に 向けた報告書を作成中です ｡ こ の 評価結

果が二期目 の 運営費交付金に反 映 されると言われて おりますが ( どの 程度か は分か り

ま せ ん が) ､ いずれ にせ よ昔の ような余裕 の ある大学ら し い 大学に 戻る こ とはな い で

し ょ う｡ それ で も ､ 三 重大学の 工 学研 究科
･ 工 学部は い つ まで も活力 に あふれ ､ す ぐ

れ た研究 ･ 教育を進 め て いく こ とが私 たちの 望 みで あるはずです ｡ 結局 ､ それ は ､ 単

純 です が ､ 教職員
一

人
一

人 の 努力と研鎮の積み重ね で しか実現は しない で し ょう｡

技術職員の皆様にお かれ て も､ い つ も前向き な姿勢で業務 に取り組 ん で頂き ､ 工

学研究科 ･ 工学部の 発展 に協同 して頂ければ幸い です｡

ま た 工 学研究科 の教職員 の皆様も技術部 の 活動に今後ともご協力 をお願 い した

い と思 い ます｡
平成 1 9 年 1 2 月


